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・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
要
介
護
度
別
の
認
定
率
に
つ
い

て
、
羽
生
市
は
全
国
平
均
に
比
べ

て
軽
度
者
の
割
合
が
少
な
い
が
、

要
因
は
。

②
介
護
保
険
に
予
防
給
付
の
制
度

が
で
き
る
よ
う
だ
が
、
羽
生
市
の

対
応
は
。

③
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
て
い
る
か
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

①
要
介
護
認
定
者
の
う
ち
軽
度
と

い
わ
れ
る
要
支
援
、
要
介
護
１
の

認
定
率
は
全
国
平
均
四
十
七
・
七

％
、
県
平
均
四
十
・
四
％
、
羽
生

市
で
は
三
十
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
第
一
号
被
保
険
者
に
占

め
る
要
介
護
認
定
者
の
数
、
い
わ

ゆ
る
認
定
出
現
率
の
違
い
が
ひ
と

つ
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
要
支
援
、
要
介
護
１
の
方
を
対

象
と
し
た
新
予
防
給
付
に
つ
い
て

は
、
軽
度
者
に
対
す
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者
の
状
態
改
善

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
現

状
か
ら
、
創
設
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
予
防

の
視
点
か
ら
見
直
す
と
と
も
に
、

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
転
倒

骨
折
予
防
、
低
栄
養
改
善
、
口
腔

ケ
ア
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
等
の
新

・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

②
平
成
十
五
年
度
か
ら
凍
結
し
て

い
る
中
学
生
の
海
外
派
遣
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

③
羽
生
市
の
中
学
生
の
国
際
交
流

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て

・
答
弁
（
教
育
長
）

①
中
学
生
の
国
際
感
覚
を
育
成
し
、

国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
は
、
教
育
の
貴
重
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。

　

中
学
生
が
海
外
に
行
き
、
異

な
っ
た
歴
史
、
文
化
、
人
に
触
れ

人
づ
く
り
は

　

国
際
感
覚
の
育
成
か
ら

丑
久
保　

恒
行
議
員

る
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
向
け
て

大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
て

い
る
。

②
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
四
年

度
ま
で
の
八
年
間
、
ベ
ル
ギ
ー
の

デ
ィ
ル
ビ
ュ
イ
市
に
中
学
生
の
海

外
派
遣
を
行
っ
て
き
た
が
、
厳
し

い
財
政
事
情
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
受
け
入
れ
家
庭
の
確
保
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
限
ら

れ
た
生
徒
し
か
派
遣
で
き
な
い
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
現
段
階
で
は
休

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
十
分
協
議
し
て
い
き
た

い
。

③
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
国

際
感
覚
の
育
成
を
図
る
た
め
、
外

国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
配

置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
活
動
や
総
合
的
な

学
習
に
お
い
て
、
在
日
外
国
人
の

方
を
学
校
に
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
文
化
や
食
べ
物
を
紹
介
し
た

り
、
大
使
館
へ
の
訪
問
や
難
民

キ
ャ
ン
プ
体
験
報
告
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
だ
け
で
な
く
、

羽
生
市
の
児
童
・
生
徒
が
国
際
社

会
の
な
か
で
対
応
で
き
る
よ
う
な

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

�

・
公
共
施
設
に
対
し
て
の
受
益
者

負
担
の
導
入
を

そ
の
他
の
質
問

た
な
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
地
域
の
実

情
、
特
性
等
分
析
し
、
パ
ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
、
十
八

年
度
以
降
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

③
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
全
国
的
に
共
通
す
る
従
来

型
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
な

体
系
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
例
え
ば
、
身
近
な
生
活
圏
の

な
か
で
、
通
い
、
泊
ま
り
、
訪
問
、

居
住
な
ど
を
複
合
的
に
組
み
合
わ

せ
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

既
存
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
拡
大
も
含

め
て
、
多
様
な
形
態
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
国
の
法
整
備
を
待
ち
、

当
市
の
実
情
や
特
性
に
応
じ
た
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
の
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

�

・
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
の
早
期
の
普
及
に

つ
い
て

・
発
達
障
害
児
（
者
）
に
対
す
る

羽
生
市
の
対
応
に
つ
い
て

・
古
い
民
家
の
保
存
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

国
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に

対
す
る
羽
生
市
の
対
応
に
つ
い
て

小
野　

幸
夫
議
員

ベルギーディルビュイ市への中学生派遣
　　　　　　　（平成１４年度まで実施）


